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揚子の市で酒を売る、とても親孝行な高風という名の男の店には、いく

らお酒を飲んでも顔色を変えない不思議な客がおりました。名を尋ねる

と海中に住む握々だと言います。

高風が狸々との約束に従い沢山の酒を持つて川の畔で待つていると、水

中から狸々が現れ、酒に酔つてうかれながら、無邪気に舞いたわむれ、と

れだけ汲んでも無くならない酒の壺を高風に与えるのでした。

誰か■緒にお酒を呑む人を連れてくるようにと命じられた太郎冠者が

連れてきたのは、近所でも有名な大酒呑み。困つた主人は機転のきかない

太郎冠者と共に、客人を適当にもてなして帰らせようとしますがうまく

いきません。

そこで太郎冠者に自分の真似をするように言います。ここでも機転の

きかない太郎冠者は、真似しなくてもよい事まで真似をしてしまうのです。

午後 1時開演 盪型盤塵迎
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0「握 」々深野百花 0自 「 口 真 似 」 茂山鳳仁

一般前売3,000円
一般当日3,500円

学生  1,500円l
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市営地下駐車場

会場

ロームシアター

京都観世会館P

二条通

TeL 075口 771-6114
京都市左京区岡崎円勝寺町44
http:/′ kyOtO―kanZe.ip

交通アクセス

●市営地下鉄東西線「東山」駅下草、①番出口から徒歩5分

●市バス5系統「岡崎公園美術館 平安神宮前」下車、徒歩3分
●市バス3146・ 86201202・ 203・ 206「東山仁王門」下車、徒歩5分
●観光特急楽洛EX100(土 休日運行)楽洛105(土 休日運行)

「岡崎公園美術館・平安神宮前」下車、徒歩3分

※お車でお越しの方は、会館東隣の有料駐車場、または

岡崎公園市営地下駐車場等をご利用ください。

※通信講座受講生、放送大学、老人大学は一般料金です

チケツト販売
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チケット取扱
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主催公益社団法人京都観世会
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0許可のない写真撮影・録音 録画はお断りいたします。◎客席でのご飲食、携帯電話のご使用はできません。◎上演中は、携帯電話など音や光を発する電子機器の電源はお切り

◎公演中止の場合を除き、入場券ご購入後の払い戻しはできません。◎都合により出演者その他が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
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